
別添２
監査チェックリスト（事務所用）

	
	適切
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	適用外
	未実施

	1　事務所情報
	
	
	
	

	1.1 登録講習機関等の事務所の名称及び住所は、航空局への申請及び届出のどおりであること。
	
	
	
	

	1.2 施設及び設備は、航空局に申請した様式２「施設及び設備の概要書」に記載されているものであり、設備の個数にも大きな乖離がないこと。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	2 学科講習
	
	
	
	

	2.1 航空局に申請及び届出した講師が講習を行っていること。
	
	
	
	

	2.2 学科講習の内容は、事務規程のカリキュラムに即した内容であること。
	
	
	
	

	2.3 学科講習の時間が適切に管理され、記録されていること。
	
	
	
	

	2.4 受講者の出欠及び情報が適切に管理され、記録されていること。
	
	
	
	

	2.5 航空局に届出のあった講習内容及び講習時間以上の学科講習が、実際に実施されていること。
	
	
	
	

	2.6 航空局に申請のあった講習に必要な書籍その他の教材が使用されていること。
	
	
	
	

	2.7 学科講習中に質問等の対応が必要となった場合、講師が適切に対応していること。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	3 実地講習
	
	
	
	

	3.1 航空局に申請及び届出した講師が講習を行っていること。
	
	
	
	

	3.2 実地講習の内容は、事務規程のカリキュラムに即した内容となっていること。
	
	
	
	

	3.3 実地講習の時間は適切に管理され、記録されていること。
	
	
	
	

	3.4 受講者の出欠及び情報が適切に管理され、記録されていること。
	
	
	
	

	3.5 航空局に届出のあった講習内容及び講習時間以上の実地講習が、実際に実施されていること。
	
	
	
	

	3.6 必要履修科目の講習を適切かつ安全に行うことができる体制が構築されており、必要な安全対策が講じられていること。
	
	
	
	

	3.7 航空法第132条の85及び第132条の86に規定する飛行の禁止空域や飛行の方法により実地講習を行う場合に必要な許可・承認を受けていること。
	
	
	
	

	3.8 実地講習中に質問等の対応が必要となった場合、講師は適切に対応していること。
	
	
	
	

	3.9 バッテリー等の設備が十分用意されており、実地講習が滞りなく実施されていること。
	
	
	
	

	3.10 シミュレーターを使用する場合は、告示別表第一に規定するとおり履修科目ごとの最低時間数の４割を上限としていること。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	4 修了審査
	
	
	
	

	4.1 机上審査が、適切な方法で実施されていること。問題が受講者に事前に開示されることがないこと。
	
	
	
	

	4.2 机上審査の実施時、審査時間が計測されており、実地試験実施細則の制限時間が遵守されていること。
	
	
	
	

	4.3 机上審査の問題セットを万遍なく使う工夫がなされていること。
	
	
	
	

	4.4 机上審査の解答が不適切である場合、実地試験実施細則の減点適用基準どおりの減点が行われていること。
	
	
	
	

	4.5 適切に飛行前点検が実施されていること。
	
	
	
	

	4.6 飛行前点検の実施時、受講者は確認の点呼を行っていること。
	
	
	
	

	4.7 飛行前点検の後、日常点検簿に受講者は記録を行っていること。
	
	
	
	

	4.8 日常点検簿の記載に問題がある場合、実地試験実施細則どおりの減点が行われていること。
	
	
	
	

	4.9 実技審査用の空域は、航空局に申請した「修了審査用空域図」に記載されているとおりの空域であること。
	
	
	
	

	4.10 実技審査の飛行経路は、コーン等で明示されており、実地試験実施細則に定められた規定の大きさであること。また、ヘリパッドも規定の大きさであること。
	
	
	
	

	4.11 実技審査用無人航空機について、事務所ごとに航空局に申請した「修了審査用無人航空機の仕様要件又は機体認証書等」に記載されているとおりの無人航空機を使用しており、告示別表第二の要件に適合していること。
	
	
	
	

	4.12 オーバーライドを実施しない場合、「受講者、修了審査員及び修了審査員を補助する者並びに修了審査を行う空域周辺の安全を確保できる」との告示別表第二の要件に適合していること。
	
	
	
	

	4.13 実地試験実地基準及び細則に定められたとおりの環境条件（風速条件、照度条件（昼間飛行についての限定変更の場合））で、実技審査を実施していること。
	
	
	
	

	4.14 実地試験実地細則に定められたとおりの手順及び内容の実技審査で実施していること。
	
	
	
	

	4.15 実技審査中、実地試験実地細則に定められた減点適用基準に該当する事象が生じた場合、基準どおりの減点がなされていること。
	
	
	
	

	4.16 実技審査中、審査時間が計測されており、実地試験実施細則に定める制限時間が守られていること。
	
	
	
	

	4.17 実技審査を適切かつ安全に行うことができる体制が構築されており、必要な安全対策が講じられていること。
	
	
	
	

	4.18 航空法第132条の85及び第132条の86に規定する飛行の禁止空域や飛行の方法により実技審査を行う場合に必要な許可・承認を受けていること。
	
	
	
	

	4.19 飛行後点検が適切に実施されていること。
	
	
	
	

	4.20 飛行後点検の実施時、受講者は確認の点呼を行っていること。
	
	
	
	

	4.21 飛行後点検の後、日常点検記録簿に受講者は記録を行っていること。
	
	
	
	

	4.22 日常点検記録簿の記載が不適切である場合、実地試験実施細則の減点適用基準どおりの減点がなされていること。
	
	
	
	

	4.23 口述審査（事故、重大インシデントの報告）が、適切に実施されていること。
	
	
	
	

	4.24 口述審査（事故、重大インシデントの報告）の問題セットを万遍なく使う工夫がなされていること。
	
	
	
	

	
[bookmark: _GoBack]4.25 口述審査（事故、重大インシデントの報告）の審査時間が計測されており、実地試験実施細則の制限時間が守られていること。
	
	
	
	

	4.26 口述審査（事故、重大インシデントの報告）の審査時間が計測されており、実地試験実施細則の制限時間が守られていること。
	
	
	
	

	4.27 修了審査の審査科目が連続的に実施されていること。（日を変えて断続的に行われていないこと。）
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